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0・Th・H・rmannの統計思想
一その「統計批判」論を中心として一
浦
? ?
計
1
　ゲッチンゲン大学でSchlδzerに学んだ国状学派統計学者としてのCarl
TheodoγHermann（KapnΦeoAopoBHq　repMaH）（1767－1838）については，
その活動がロシアでおこなわれたために，　ドイツの統計学史ではほとんど取
上げられておらず，したがって，わが国にもほとんど紹介されなかった。し
かし少し前に近昭夫氏によって訳出されにH．K．双PY｝KHHHHの「ロシアの
統計学史に関する選文集一理論的諸見解の歴史一」　（1963）の序論の申で，
，apymHHHHが，ロシアにおける統計理論の成立は19世紀の初頭に求められる
べきであるとして，Hermannをその最：初の理論的＝統計学者として，比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）的詳細に紹介，検討していることからも知られるように，ロシアの統計学史
家たちは，一様にVシアの統計学史におけるHermannの画期的役割をみと
　　　（2）
めている。
（1）近昭夫訳「旧露統計学に関する資料一エヌ・カ・ドルジーニン「カ■、ゲルマンか
　　らユ・ヤンソンまで一」（上下）静岡大学法経研究，17巻3号4号。なおnpymu－
　HHHはこの選集XpecToMaTHH　no　HcToPvaH　PyccKo益cTaTHcTHKK一HcToPHH
　TeopeTHqecKHx　B3rnanoB．　MockBa　l963において，われわれの下掲の著作目録
　の8および15の抜葦を収録している。
（2）　A．A．　KayΦMaHは，　Hermannをロシア統計科学に先導的役割をはたしたド
　　イツ人アカデミー会員としてStorch，　Sch16zerおよびHermannをあげ，　Her－
　mannの諸労作は，「19世紀最初の三分の一全体のロシアの統計文献において，ま
　　つたく卓越した現象であった」としている　（CTaTHcTHqecKa∬HayKa　B　Pocc軌
　　TeopH”　H　MeToAo”orHff　1806－1917，　MocKBa　1922，　cTp．　10）．　A．　lxl．　ro3y－
　nOBは，　Her・nannの諸労作は，同時に，科学としての統計学の萌芽であり，そ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　ロシア統計思轡史についての彪大な研究を残したM．B．　rlTyxaも，He「一
mannを「わが国の統計学のために多くのことをした真に偉大な統計学者」
として，19世紀前半のロシア統計学（とくに国状学）にあてられたその第2．
巻の215－277頁をUermannのた：めに棒げただけでなく，その重要な未発
表草稿三つ（著述目録54，55，56）を，その附録で公表した。そしてHer・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）mannの業績について，つぎのように特徴づけた。
　　「彼はたんに自己の社会的政治的観念によってロシアの進歩的国状学派のより以上の
　発達発展を促進しただけではない。また同時に，Hermannは統計学＝国状学の数字的
　方向の統計学への急速な推転を促進し，また自己の文筆活動の開始と同時に，新しい一
　般的理論的観念によってこの方向を豊かにした。」「彼の統計的活動は多方面である。，ロ
　シア語で統計学理論および歴史についての最初の教科書，人口統計についての大論文集
　を出版し，最初の◎シア統計雑誌を発行し，フランス語とドイツ語でロシア統計の種々
　の部門についての一連の情文を印刷し，最初のロシア統計機関を指揮し，大学および中
　等学校で統計学の課程を教えた，等々。」
　このHermannの人と業績を全面的に紹介することも，またそれをロシア
統計学史，思想史の申で位置づけることも，ここでは不可能である。私が本
稿で意図した出発点は，　ドイツ国状学派の研究に関連して，とりわけ，A．
L．Schlbzerの教え子の一人としてのHermannによる　Schlδzerの統
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）計思想の継承発展をあきらかにすることにあった。もちろん，Hermannは
修学時代にフランス革命の思想的影響をうけとった世代に属すとともに，ナ
ポレオン戦争の開始の直前にロシアに移って，ここを第2の祖国として終生
をそのために捧げた学者であり，そのロシアでは，ドイツをはじめとする外
国人学者たちのかなりの影響のもとであるとはいえ，とりわけエカテリナ女
　　してロシア統計思想の後の全発展に顕著な影響をおよぼした」と結論している
　　（vacTopHH　oTeqecTBeHHoB　cTaTHcTHKH，　IVtocKBa　1957，　cTp．　2！－22）．
（3）　M・B・HTyxa，　O・lepKH　no　vacTopHH　cTaTHcTHKH　B　CCCP・T・工，MocKBa
　　工955，　T．　1［，　1959．
（4）M．B，　HTyxa，前掲書，　T．∬．　cTp．2工8／219．
（5）拙稿，「Sch16zerの統計思想」（岡山大学経済学会雑誌，3巻1号）参照。
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帝時代に展聡さ’れ．はじめた独自の統計的事業および統計的研究の伝統と19世
紀初頭からのその新たな展開がみられる。この点でロシアの統計学史家たち
がSchlδzerにたいするHermannの独自性を強調し，そしてその基礎を
主として当時のロシアの土壌に求めることは自然である。私はここでは，主
としてHermannの統計理論の中での統計資料論と統計批判論の展開という
点に重点をおいてSchlδzerからのその継承と新たな展開を検討することに
するが，そのさい，彼が，Schlδzerだけでなく，Sinclairその他の統計学
的研究に触発され，Smith　の経済思想に支えられて，国民の状態の解明を
第一の課題とする統計学の新たな展開を意図していること，そしてそれが，
当時のロシアの貴族インテリゲンチャのあいだでの革新的潮流とも根底にお
いて結びついていることに，ある程度ふれなければならなかった。
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i61．《Recherches　sur　le　nombre　des　suicides　et　d’es　homicides　commis　en　Russie
　　pendant　les　ann6es　l821　et　l822》．　Ibid．，　tome皿，工834，　P・257－295．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ52．《Recherches　statistiques　sur　les　mariages，　les　naissances　et　les　d6chs　des
　　habitants　de　St．・Pe亡ersbourg　depuis工808　jusqu’aユ832》；Ibid・，亡ome皿．！836．
　　p．547－583．
163．《Recherches　sur　le　nombre　des　suicides　et　des　homigides　commis　en　Russie
　　pendant　les　ann6es　l821註1824》．　Ibid．，　P．585－599．
　　この他次の手稿が，　M．B．　nTyxa，　OgepKH　no　HcTopHH　cTaTHcTHI｛H　B　CCCp，
T．皿，MOCKBa！959の附録として，公にされている。
：54，　《O　UenH　cTaTHcTvaqecKHx　HccJle双oBaHH茸　H　o　pa3πHqHblx　MHeHH分x　KacaTeJlb－
　　Ho　Hx　noJIb3bl》、　（1219－20　執筆）．
；55．＜3Z［cTopHqeclくoe　cBHILeTenbcTBo　o　rroJIb3e　cTaTHcTHKvl》，（1819－20執筆i）．
』56．Bonpocbl　K．　H．　ApceHLeBa　H　o6bficHeHHH　K．Φ．　repMaHa　oTHocHTe”bHo
　　江ocTaBJIeHHH　MaTepHanoB八JIH　cocTaBneHvafi《CTaTHcTHKH　PoccHH》，　（1828）．
　　また，彼が1818年におこなった財政学の．課程のための就任講義の筆記が次の形で公にさ
れている。
：57．Φ．r．　B3rnHA　Ha　McTopxK）nonmHqecKHx　HayK．　《C5〔H　oTeqecTBa》q．44，
　　1818，No．　X，皿，　cTp．97－110．
　　　（以上は主にM．B．　nTyxa（注3），　T．　ll：，　cTp．　2！9－226によって作成レた。私が
．入手しえたのは，15，54，55，56である。なお8については注（1）参照。）
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　Hermannの修学時代については詳しいことはわからないが，ダンツィヒ
で生れた彼が1795年に後のロシアの大蔵大臣，几A．TypbeB伯家の家庭教師
としてロシアに移る以前に，ゲッチンゲン大学で　「歴史，官房学および統計
学」を学んだことはわかっている。そしてHermannがゲッチンゲン大学
に学んだ時期はおそらく彼がロシアに移った：！795年をそうさかのぼらない何
年間かであったと思われる。この時期はフランス革命の教義と事件がゲッチ
ンゲン大学に大きな波紋と熱気を呼び起しており，Schlδzerが大学での講
義や第2の雑誌Staatsanaeigenによって（1793年2月にそれが禁止される
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）まで）活気のある，かつ理性ある論説をつづけていた。Hermannは後に，
「ゲッチンゲンは久しくイギリス政府の庇護を利用した。またそれだから，
他のどんな場所でもなく，ここでSchlδ2erの高い天分が，統計学のために
あのように大きな利益をもって働きえたのである。……かくして，政治的啓
蒙はゲッチンゲンをとおってドイツに移った」と指摘しているが，その大学
でHermannは「歴史，カメラリア，そして統計学」を学び，彼の「好き
な教授の一人であった」　Schlδzerから，「学術研究」における厳格で，そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）　（8）して正確な分析のための技能をうけとった」のであった。
　家庭教師として！795年にロシアに移住したHermannは，すでにこの年
に海軍幼年学校と陸軍第一幼年学校の「歴史，地理および統計学」の教師に
（6）　G．　S．　Ford，　Hanover　and　Prussia，　1795－1803，　A　study　in　neutrality．
　New　York　1903，　pp．46－47・
（7）A．B．　HHKHTeHKoの「ヘルマンの追想」（rlTyxa，　T．　II，　cTp．217）．
（8）　それと同時にゲッチンゲン大学がA．Smithの学説のドイツへの導入にも申心
　的な役割をはたしたことは周知のごとくであり，そこでは　Sartoriusが1971年か
　　らA．Smithにもとずく講義をひらいていた。　H：．　Mohmann，　Studien　Uber
　RuBisch－Deutsche　Begegnungen　in　den　Wirtschaftswissenschaft（エフ50－1825）．
　Berlin　1959．　S・　55・
　　Hermannは，後にA．　Smithの経済学のたかい評価を語っており，彼がそこ
　・でA。Smithの洗礼をすでに受けていたことも考えられないわけではない。
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任じられて，はやくも統計学の教育活動に入っている。彼の知識と才能が高
く評価されたことは，1798年にアカデミー附属ギムナジア（申学校）の校長
に任ぜられたことでもわかるが，彼が統計的，歴史的な研究労作を発表しは
じめたのは，1805年にペテルブルグ科学アカデミーの経済学および統計学の
助手に任命される前後からである。最初の公表論文は，アカデミーの経済学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）および統計学の正会員，H．　Storchの主宰するドイツ語の雑誌に卜いに「ロ
シア林業の歴史と現状」　（1804）であった。そして，Hermannは，1806年に
同時に高等師範学校の統計学教授に任命きれると共に，この年に彼の編集で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）ロシア最初の「統計学雑誌」（著述目録6参照）を創刊している。この雑誌の
主たるねらいはロシア内外の統計材料の公表にあったが，同時に統計学の理
論的，技術的諸問題をもとりあげることを意図した，当時としては画期的な
　　　　　　　　　　　（11＞構想をもつものであった。そして彼はその第1号から，「統計学の理論」の
要綱を自ら連載執箪しはじめている　（文献目録7）。それは二回で中断され，
雑誌も1808年で廃刊きれたが，彼の「統計学の理論」の研究は，1809年の学
校総局出版の著書「統計学の一般理論，この教科の教師のために」（著述目録
15）としてまとめられt。
（9）　RulPJand　unter　Alexander　dem　Ersten，　Eine　historische　Zeitschrift　her－
　ausgegeben　von　H．　Storch．
（10）　この時期はアレクサンドルー世の「自由主義」囲花の時期であって，出版の自由
　がかなりみとめられた。外国文献の翻訳も奨励された時代であり，A．　Smithの
　　「諸国民の富」も1802－1806に翻訳が出た。統計学にとっても好都合な時期で，18
　05年に大学，中学校での統計教育についての勅令が出された。
（11）　Hermannはこの雑誌につぎの部門を予定した。1）統計学の理論，2）国民の
　　状態一人口，国富，教育についての労作，県および顕著な地方の統計的鵠述，3）
　統治の状態，4）濫と質問，5）外圏の統計，6）新しい発見と寛大な那業，それ
　　に統計表と地図の附録。　（fiTyxa，　T．■，　CTP．222）。
　　　その中でも，Hermannは統計的情報の公表に中心的課題をわいた。「この目的
　　の達成のための唯一の手段は，必要な手段がその人にすべて開かれているζころの
　統計学者によってロシア語で出飯される雑誌であると思われる。私はそのような好
　都合な状態にあるので，私の占めている地位：が私にこの欠陥を直す義務を負わせ
　　る」　（雑誌の序文。A．　H．　Fo3ynoB，前掲害cTp．92／93の引用による）。　しか
　　し，この雑誌は！808年の策2巻第2号謹でで中止きれた。
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　Hermannは，著述目録にみられるように，統計学の一般理論的研究とな
らんで，同時に，雑誌論文やアカデミーに報告した覚え書きによって，ロシ
アの人口，経済，社会聞題辞について，あるいはロシアの若干の地域の統計
的現状について，統計的材料の発掘蒐集とその整理分析を精力的に試みてい
る。いうまでもなく彼の統計理論的研究は，それらと密接に結びついた：もの
であった。
　われわれは，本稿では，「統計学一般理論」を中心に統計学に関する一般
的見解とその統計資料論（統計批判論）をみることにしたい。Hermannの
統計学に関する研究は，それ以後にたゆみなく続けられており，また，！911
年以降彼がロシアの最初の統計機関である警察省統計課（後の内務省統計課）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）の指導を委ねられて，官庁統計により親しく接触したことは彼の統計学につ
いての見解にも一定の変化をもたらしたことが考えられる。しかし，．彼が
「一般理論」を書いた前後が，彼がもっとも自由に発言しえた時代であり，
その理論的研究がもっとも精力的に展開された時期であると考えておそらく
　　　　　　　　　　（13）まちがいないであろう。
（12）絶対主義ロシアの行政統計の組織化はtg世紀のはじめから本格化した。1802年ア
　　レクサンドル1世の即位の直後に行政機構の改革がおこなわれ，諸省が設置され，
　　諸県の報告材料が引出に集中されはじめた。県知事たちは特定の形式で統計学の種
　　々の部門についての不可欠の情報を知らせるように命じられた。　（これは1801年に
　　はじまり，1804年にこれが法制化され，定式化された）。　同時に，内務省の申に，
　　ロシアの一般統計学を作成する目的で，諸県の状態についての情報の整理のために
　　10人の貴族めグループが細織された。1810年にこの統計係は警察省に移され，そし
　　て1811年統計課（cTaTxcTHqecKoe　oTAepeHHe）に編成きれ，その指導がHer－
　　mannに委ねられたのである。この統計課の最初の課題はロシアの一般統計の作成
　　のための，統計資料の一般的集成であり，その主要な資料源泉は，1804年に確立き
　　れた県知事の年次報告に添付された表であり，それには通常県の統計委員会にょっ
　　て作成される人口，工業，農業にかんする統計的情報が含まれていた。統計課の第
　　2の仕事は，人口の自然動態についての総括的報告の作成であった。なお当時，他
　　の諸省も管轄事項の統計的材料を自分のところに集めはじめており，その中で大蔵
　　省のもつ統計的材料は相当のものにのぼり，全園的納税人口調査の仕事もここに移
　　されていた　（A．H．　Fo3ynoB，1・lcTopMfi　oTeqecTBeHI｛oti　cTaTHcTHI〈H　l957，
　　cTp・　21－22）　．
（13）　当蒋，彼の批判的な知性と進歩的な学識は，ロシアの若い人達の尊敬をかちえて
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Hermannの統計学の研究が，　Schlδxerから出発し，　Schltizerの学説
の強い影響のもとに形成きれたということは閥違いない。そして1809年の
「一般統計理論」の中でSchldaerの統計学史における意義をつぎのように．
述べている。　「Schlbzerは，統計学にかんして，すべての先行者たちより
もなお大きな奉仕をした…Schlb2erは統計学をそれらの〔政治的〕諸科学の
非常に重要な部分と考えたので，そのために特別な理論を作成し，これを大
学に導入した；その中で彼は国家の基本力について，つまり住民，土地，産
物，貨弊について，国家の現実vires　unitae　agunt，　および行政について
提起した。そしてより多く国家の基本力について詳述して，これによって，
いた。1916年に，はじめは10人目後には20－24人の，主に士官たちから成るグルー
プのための私的な講義がHermannの自宅ではじめられ，3年間にわたって，経
済学一三つの学派の学説史的説明一，財政学，統計学が講読された。これらの
人達はすべて後のデカブリストになったのであり，その申にはrleCTenbなどの申
心メンバーも含まれていた。統計学＝国状学は，これらの入にとってロシア社会の
諸矛盾を認識する武器となったのである（rlTyxa，前掲書T．　II：．cTp　294－298）。
　Hermann自身は，政治的に革命的な思想を主張」たわけではなかった。それに
も拘らず，アレクサンドルー世の政治の反動化（アラクチエエフ体制とよばれる）
の進行とともに，1921年，Hermannは，同じペテルブルグ大学一高等師範学校
の後身，その1919年の創設とともにHermannはやはり統計学の正教授となった
一の三教授，A．　M．’ranH以　（哲学），∂．．　B．　C．　Paynax　（歴史学），1〈．　H．
ApceHbeB　．（Hermannの助手）と共に，ペテルブルグ学区双．　rI．　PyHHuによっ
て，社会秩序にとって破壊的な革命的観念の宣伝のかどで学校総局に告発された
（いわゆるペテルブルグ4教授箏件）。Hermannは，大学からは追放されただけ
でなく教師活動を禁止きれ，そして，彼の署書（著述El録の12，15，29）は教授用
としてだけでなく，一般的使用を禁じられた。　（1’ITyxa，前掲書）。彼の統計局の
仕事は続けられたとはいえ，彼の諸活動はきわめて制約され，彼の提案はほとん
ど実現されなかった（B．F．　npolllKo，　Pycci〈afi　co照aπbHo－31くoHoMHqecKaH
cTaTHcTHKa　20－30x．　roAoB　X　D（B．，　AKaAeM服HayK　CCCP　UeHTpanbHo－
ro－gKoHoMHgecKo－MaTeMaTHLIecKoit　HHc’rHTyT　“MeToAonorHgecKple　BonpocEil
B　cTaTHcTggecl〈Hx　HccneAoBaHHHx”，　MocKBa　1968，　cTp．　166－i89）．，
　1927年以後の反動の波の後退により，　Hermannが幾分自由な活動を許され，
1934年に彼がアカデミーの正教授として迎えられたとき彼はもはや晩年を迎えてい
た。
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彼は統計学により経済的な性格を与えた。最後に彼は自己のきわめて尊敬に
価する毎月の出版物，つまり政治的情報の往復書簡（Staatsanzeigen）にお
いて，あらゆる政治的諸科学における統計的情報の大きな効用を実際に証明
した。かくじてとくにSchlδzerの仕事によって，統計学は地理学の一部に
なる危険を免れた」（「一般統計理論」序論。CTP44／15）と。
　・このように，Schlδzerから出発したHerneannは統計学の本質，対象規
定においても，Bashingを中心とした統計学を政治的地理学の一部とみな
す傾向に強く反発し，統計学を政治的科学の一環として強調する。「最狭義で
は，統計学は，一定のある時期の国家の幸福に顕著な影響をもつすべてのこ
とについての基礎的知識である」　（§22，CTP　37），　「Achenwa”やSchlδzer
がそう名付けた顕著事項が，最狭義での統計学の対象である」（§24，CTP　38）。
「これらすべての対象の統計的提示は，それらを國家の福祉にたいするそれ
らの影響という側面からみることにある」（§50，CTP．56．）と。
　しかし，Hermannは「狭義での統計学」を申心にはおきながらも，彼自
身の統計学の規定としては，　「ある一定の時期の国家の状態にかんする基礎
的な知識」としての「広義の統計学」の規定からまずもって出発している6
その根拠は，狭義の統計学の規定によると，「国家には関係するが，国家に
　　　　　　　　　　　　　　（14）おいて何ら顕著事項をなさないものの状態の記述は，統計的記述の対象では
ありえないということになる一一これは公正でない一一一故に，不十分である」
（§38，CTP．47）からである。このように彼による統計学の対象規定は，国家
顕著事項を中核としながらも，それに限定せず，「一定の時期の国家の状態」
に拡大される。
　この「状態」に彼は一一定の意昧づけをあたえているのであるが，ここでは
（14）　国家顕著事項とは，Hermannの説明によれば，国家の本質的部分一国家の目
　的，つまり住民の安全と幸福に1亘理的な影響をもち，それが欠けると国家自体が
　滅びるような部分一の状態をよくしたり，悪くしたりするすべてのものである
　　（Bceo6ulaA　TeopH”　c’raTHcTHKH，　g　25，　cTp．38）．
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　　　　　　　　　　　　　　（15）C16）それには立入らないことにしよう。むしろHermannの「国家の状態」とい
う規定の内容上の大きな前進は，彼が国家の状態を，政府の状態と人民の状
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Z7）態とに明確に分離し，しかもこの人民の状態を第1において，この人民の状
態の研究の前進に，統計学の新しい前進の基準をおいたことにある。　「一般
統計理論」の中でHermannは，　Achenwall，　Schlδzerおよび↑Sinclair
を，国家制度だけでなく「同時に国民． ﾌ状態をも老議した」第2グループの
統計学者に数え，これを，「とくに統治の状態，就中国家の制度を念頭にお
いた」第1グループ，および「統計学を地理学的な，あるいは歴史学的な科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）学にすることをのぞんだ」第3グループから区別しに。Hermannはこのよ
Q5）　「状態とはその期間に対象が何ら本質的な変化をうけなかったところの一定の時
　　期の事物の本質である」　（前掲書，§20，CTP．36）。
　　　この状態の安定性について，！819－1820に執筆された「統計的研究の目的，etc．」
　　（画聖目録54）においては，「もし統計学者が完全な数百万を確定し，そして大き
　　な集団の状態を確定することに成功したならば，彼は少くとも20年聞は自己の仕事
　　を終った」　「……統計的対象における小さな計算は変化する，しかしその本質，つ
　　まりある対象の他の対象にたいする関係と均衡は長いあいだ不変のままにとS’ま
　　る」　（nTyxa，　T．1L　cTp．449）というように展開されているのである。
（16）われわれは，本稿ではHermannが，比較的後期に政治算術の伝統をくむ人口動
　　態の研究をおこない，殺人と自殺についてのいわゆる道徳統計的研究を開始し，そ
　　して一定時期における社会状態の大昆的観察結果の安定性の思想を展開したこと一
　　これらの点を　A．A．　KayΦMaH，　rlTyxa，　ro3ypoBは高く評価している一にも
　　触れえなかった。すでにHermann　は，その「一般統計理論」の中で，　「特別な
　　科学としての統計学が，その特別な名称のもとで有名になる前に，別の，統計学に
　　かんして準備的な科学，つまり政治算術の発見が先行した。……そのような結合さ
　　れた努力によって，統計学の主要な対象のひとつ，つまり人口の知識は大きな完全
　　さに達した。エコノミスト達は政治算術を農業に適用し，……イギリス人達はそれ
　　を国民的産業の全部門に適用した」（CTP．9／10）と政治算術の統計学にたいする
　　貢献を承認している。それと同時にわれわれは，彼が！8世紀の「プロシャは政治算
　　術のうえに，しかもその…っの部分つまり入口計算だけに立止った。……当時は，
　　国富，国家行政その他の描写について考えることはできなかった。それに属するす
　　べての材料は官房で国家機密とみな零れた」（CTP．19）と指摘していることにも注
　　目しなければなるまい。これらの論点については別に論じたい。
（17）　「われわれはまず国民の状態について語るだろう。なぜなら国民なしには政府は
　　存在しなかった筈だから」　（§54．CTP．59）。
（18）　第1グループには，Oldenburg（1678），　Herzberg（1782），　R6mer（1786），
　　Meuse1（⊥792），　Gδss（1804），　Penchet（1804），　JIIanii（1804）があげられ，第
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うに，AchenwallとSchlδzerにたいしても，彼等が国民の状態にも注意
を向けたという点で好意的に評価しているとはいえ，この点でのドイツの統
計学の立遅れについてのSinclairの指摘をはっきりと受容れて，ドイツの
大学において国法学が優勢であっただけでなく，　「とくに国民の状態に関係
する諸対象をとりあつかう政治経済学は当時やっとイギリスとフランスで発
見され，そして完成されたばかりであり，これに反してドイツではまだ知ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）れることが少なかった」ということをその大きな理由としている（序論，CTP．
12／13）o
　HermannはこのようにSchlδzerから出発しながらも，Schlδzerが「国
家の基本力」という形で前面に出してきた社会的，．経済的現象を　「国民の状．
態」という形で，政府の状態とは区別して体系化しようとしたが，その背後
には，おそらくSchlδzerの啓蒙的国家観より進んだ市民的国家観，社会観
が存在する。とりわけ先の引用にも示されているように，彼が統計学の新し
い段階をSmithに代表される政治経済学との結びつきに求めたことは，き
わめて特徴的である。「一般統計理論」の序論の中で，Hermannは，統計
学者の理論的課題についてつぎのように述べている（CTP。22－24）。
　　「Adam　Smithによっておこなわれた国家経済の科学における革命は，同時に統計
　学における革命を必然的にする………いまでは国家経済の新しい基礎から，統計学者の
　ためのまったく新しい問題が生じた。したがって統計学者は国家経済と政治学の最新の
　　3グループとしては，BUsching，　Lueder（1792），　Sprengel（1793）が考えられ
　　ている（§32－35，cTp．42－45）。
（lg）Hermannは統計学の発展をたんに特定の偉大な人物，あるいはその思想に帰し
　　たわけではなく，政治の，そして社会の発展そのものにその基本的な根拠をおいて．
　　考えている。彼はオランダとドイツの博識の革命が統計学の出現を準備し，イギリ
　　スとスエーデンの政治的革命がこれを促進したと述べている。イギリスについて．
　　は，相次いだ革命による自由な議会での討論，そしてそこでの経済的発展が，政治
　経済学の発展をもたらすと同時に統計学の発達を促進したことを，序論CTP．3－5
　　でのべている。政治算術にたいしても，Hermannは，その統計学にたいする貢献
　　をみとめている。　（この点は，前出の注（！6）を参照）。Hermannはおそらく最
　初のすぐれた統計学史家である。
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諸規則の中にその基礎が見出されるところの新しい理論を見出すように努めねばならな
　い。いまやかくも材料に富み，そしてなお時とともにより大量の材料を獲得し℃いる統
計学は，国家経済にかんする項目の考察における材料にまだきわめて不足している。ま
　た，わが統計的蒐集家たちは，国家経済に属する統計的情報の目的と意図，つまりすべ
ての可能な関係によって，市民の全階級が全休にたいして，そして各階級が他の全階級
　にたいしてもつ関係を，できるだけ正確に規定するという目的と意図を，しばしば忘れ
　ている。国富の多くの対象にかんする誤った概念が，しばしば，国家経済を考慮する統
　計学がこれまでかくも無意味であり頼りなく，そして独断的であった理由である。そし
て国家経済の諸対象についての明確な概念なしには，この科学はつねに・・…・死せる数字
　　　　　　　　　（20）　の推積となるだろう。」
　このように，Smitlaに代表される経済学，そしてそれとともに革新され
つつある諸社会科学を，Hermannは意識的に統計理論の基礎にとり込もう
としたのであり，そして，そのよ・うな社会科学の要求にこたえるべき統計理
論の形成をその課題としたのである。
　　「政治的諸科学の基礎のこのような改善と変化とは，これらの科学が到達した完成段
　階に対応した統計理論を要求する。その一般的部分において最近の概念と必要に適応さ
　せられた理論，また同時にその特殊部分において各々の特殊な統計的対象の加工にさい
　してそれに従うことによって国家経済と政治の考察にもっとも役立つ描写をおこないう
　るような規則と形式を内容とするところの理論を。………ただそのような理論だけが統
　計学をすべての政治的諸科学の基礎となしうるのである」　（CTP．23－24）。
　ところで，このように設定された新しい統計学の課題にこたえるべき彼の
統計理論の申心内容をなすものは，統計学の学問規定を別とすれば，統計学
（20）　この引用文のあとに，HermannはL．　Krugの“Betrachtungen　tiber　den
　　Nationalreichtum　des　preuBischen　Staates　und　tiber　den　Wohlstand　seiner
　　Bewohner”．2．　Bde．　Berlin　l8Q5を注記している。この引用文の統計学の目的云
　　々にかんする文章は，ほとんどKrugのこの書物の序文（S．　X～xcr）の文章の引
　　移しである。重農学派的傾向をもっこのKrugの国富の計算をSmithとの関連で
　　どう評価したかは疑問であるが，後にも　Hermannはそれが「統計的情報を提供
　　した政府にも，お世辞なしにそれを考察した著書にも名誉をもたらしている」との
　　べ，このK：rugの指導によるプロイセン統計周（1805年設立）の活動を詳しく紹
　　介した（著述目録55の手稿，nTyxa，前掲書T．皿，　cTp．455）。
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一国状記述の指標体系の設定と，　そのための統計的資料論一資料の批判的利
用論とであったといってよい。前者については，「統計学一般理論」は，た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）だ統計学の基本的方向と，その諸部門を示すにとどま．り，その具体的な展開
は，彼のいう「特殊理論」の問題とされた。文献目録にみられる彼の個々の
論文での統計的研究は，ロシアの特殊統計の研究そのものであるとともに，
指標体系の研究をも含む特殊統計理論のための準備でもあったといえよう。
　Hermannのこれらの特殊研究を直接に検討することはできなかったが，
：rlTyxaによれば彼はたとえば，ロシア農業についての研究（著作目録17）にお
いて，　「1）耕地面積およびそれの所得を生ずるその他の土地，耕作されな
い土地，そして全面積にたいする関係，　2）土地の性質および主たる耕作種
類，3）1802－1803年の，および1804年の報告による播種と収穫，4）農民
数にたいする耕地面積の比率」の研究をおこない，さらに農業にかんして今
後おこなわれるべきより広汎な研究のテーマとして，「農民の状態，その政
治的生活，福祉，農業の『こめの資力，ロシアにおいて採用される土地の耕作
手段，農業の種々の方法，農業の諸部門の実際のそして可能な進歩，販売市
場，国内価格および外国貿易」の研究をあげt。同じくnTyxaによれば，
彼の論文集「ロシア帝国の統計的研究，第1部人口について」（著述目録33），
は，納税人口調査，播種を収獲および住民数についての県知事の年次報告，
寺院戸籍簿，都市についての県知事報告を資料とした，ロシアの人口につい
ての統計的研究の論文集であるが，そのさい彼は，たんなる資料集成ではな
く，人口研究にとって基本的な指標の確定に力を入れ，わけても，それらの
　（21）　Hermannはつぎの実質統計学の体系を提案する。　「一般的地理的序説，第1
　　部，国民の状態，第1章，人口，1）人口数，2）人口の諸区分，3）人口の身体
　　　的特徴，4）土地の区域，第2章，国民の富，　1）農業，　2）マニファクチャ，
　　　3）商業，第3章，教養と啓蒙，1）宗教，2）博識，3）技術的商業的知識，
　　　4）道徳的教養，第2部，政府の状態，第1章，国家規定，1）立法権，2）司法
　　権，3）行政権，4）市民の種々の階級の権利，第2章，国家行政，1．』住民の福
　　祉のための施策，1）人口密度のための，2）国民の富のための，3）教養のため
　　のr．11．安全の維持の方策，！）内敵1こたいして，2）外敵にたいして」（Bceo6－
　　IuaH　TeopHH　g　63．　cTp．　68－70）
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すべての項目の研究における社会層別の区分の重要性を強調し，既存資料に
もとづいてそれを明らかにする努力をおこなった。このさい彼が試みた重要
な経済的分類の一つは，A．　Smithの理論を出発点とした生産階級と不生産
　　　　　　　　（22）階級の区分であった。
一rv
　HermannがSchlδ2erを継承して熱心に取組んだ問題の一つは，統計的
知識の真実性の問題であり，その中心は統計資料の批判的三月iの問題であっ
た。
　，Elermannは1806年に，彼の編集発行した「統計学雑誌」に旧いだ「ロシ
ア統計のた：めの材料，序説，統計的著作の効用および詳細な統計的情報に関
　　　　　　　　　（23）連する諸困難について」（著述目録8）において，統計資料の批判的吟味（統計
・批判）とそれにもとつく資料の加工が，官庁の個々の部局の仕事をはなれた
統計学者の仕事であることを熱心に，そしてきわめて詳細に論じた：。　そし
て，1809年の主著「一般統計理論」においては，統計学の一般理論の5っの
．章のうちの第4章を「統計学の資料源泉について」にあて，諸種の統計的資
料の真実性とその批判の問題を総括的に論じている。それらは，当時として
は，きわめて注目すべきものであるといってよいであろう。
　1806年の論文においてHermannは「下級警察行政機関　（HH》Kble　cynbl）
・の報告」（これを彼は「国家に現存するng1　一一の統計的文書」と注記している）
を例にあげて，それが「きわめて不完全であり，またしばしばその申に重要
な誤謬が存在することは周知である……したがって，　もっとも厳格な批判に
．よってそれから統計的真実が引出されるまでは，この統計的報告にたいして
（22）nTyxa，前掲書，　T．■，　cTp．275－277およびcTp．265－273．
（23）著述目録8．ここではH．K．　Apy｝KHHuH，　XpecToMaTHfi　Ho　HcTopHH　Pycc－
　Kon　cTaTHcTHKH，　MocKBa，1963所収の「ほs’完全な復刻」（双pY｝KHHMH）を利
　用した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　（24）いかなる信頼をももつべきではない」という。この不完全と誤謬の原因とし
て，ここでHermannがあげるのは，第1に，この報告が「添付きれた書式
〔表式〕による与えられた質問への回答にすぎない」ために，書式が：不十分
であることによって回答が不十分であり，きらに書式に含まれていない事項
が欠け，また書式の事項の意味を下級警察行政機関が深く理解しないため
　　　　　　　　　　　　　　　（25）に，欠落がおこること，である。第2に，書式が良くとも回答に誤りが生じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26），る場合で，それは，写字生の誤記および下級職員の怠慢から生じる。
　そこで，この宮庁統計資料の加工には，「批判と理論的比較を必要とし，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27）これらは教養ある統計学者からのみ期待しうる」が，その際，統計学者が「公
的活動にたいする審査官」としての立場を堅持すること，がとくに要求され
る。その理由は，「上級官庁によって採用される体系」そして「統治の体系」
が「統計的記述」にたいして悪い影響を及ぼす可能性があり，統計学者がこ
の「体系」に追縦することは，彼の義務の放棄であり，「無益な雇兵」とな
　　　　　　　　　（28）ることだからである。
　　「統計学者は，国家の福祉をその現存の姿であらわす。そして，できるかぎり自己の
　立言を数学的計算によって証明する。彼のこれらの描写から行政庁（叩aBJIeHMfi）の
　長所と短所が明らかになる。彼は自己の統計的な認識と計算によって，普通の報告では
　書式に何ら正確なことが述べられていないために触れられていないような対象に，政府
　の注意を引きつけることができる。統計学者は自己の批判の中で書式の欠陥を示し，何
　が回答の申で疑わしいかを示さねばならぬ。最後に，彼は事物の現在の状態と，それら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）　があるべき状態とのあいだに時に存在する差を示さねばならぬ。」
　その際，Herma7｛nは「統計批判」の実際的手順を次のように要約列記し
（24）　nPY｝KHHHH萄併昌書CTP，64．
（25）　　前掲書　CTP．　62／63．
（26）前掲書CTP。63．
（27）前掲書CTP．63．
（28）前掲轡CTP．63／64．
（29）　　前掲番　CTP．　63．
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ている。これは，すでに1806年の段階で，彼がこの問題についてきわめて深
い実践的な理解をもっていたことを示している。
　　「（1）各々の統計的情報を特別に検査すること。（2）同様の諸情報を相互に比較するこ
　と。（3）異なる諸情報から結論を導き出すこと。（4）いかにして統計的報告が生産される
　か，また下級職員はこの統計的報告において真実を曇らせるどんな利益をもつかを知る
　こと，（5）報告の書式を検討すること，（6にの報告にたいして政府がどのような影響力を
　もっているか，もし報告が正しくないとわかったばあい下級職員に罰が課せられている
　かどうか，監督官たちによっていかなる制度（CHCTeMa）が採用されたか，またその諸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30）　結果を知ること，（7）最後に旅行者の口頭の陳述および彼等の旅行記と比較すること。」
　以上のように，！806年の論文では，統計的情報の真実性の間題が，　「下級
警察行政機関の報告」という，いわば表式統計調査を磁心に考察されている
のにたいし，1809年の「一般統計理論」の第3章「統計学の典拠について」
においては，Schlδ2erの「統計の理論」における取扱い方を踏習して，よ
り一般的に，統計学の典拠としての，「（1）国家文書，②雑誌と通報，⑧旅行
記，（4）口頭の情報」の資料的価値と，それを判定する熟練としての「統計批
判」について述べられている。
　そこで注目されるのは，第！に，Hermannが政府や私入の統計的報告の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31）イデオロギー的性格をするどく指摘していることである。第2に，ここでも
Uermannの大きな注意は，下級の政府機関からの報告にもとずく国家的情
報，とくに「政府によっておこなわれる計算」に向けられており，それらの
誤謬の原因が論じられている。そこでは，1806年の論文でも取上げられた，
下級官庁とその職員の故意あるいは怠慢にもとずく誤りと共に，あらたに被
（30），［llpy｝KHHHH，前掲書cTp．64．
（31）　「第2の部類には官庁の通報と雑誌，および政府の承認のうえで出版される一回
　　的な小冊子が属する。この部類の政治的報道は，すべて著者の手腕と思想の形態と
　　に依存し，二二の社会的関係に依存し，彼等の生活の耳1拝情に依存し，そして一一L般に
　　彼等が従っている政治的，哲学的あるいは宗教的体系に依存している。このことは
　　私人によって出版される雑誌および通報においてはなおさらである」　（Bceo6Luafi
　　TeopHfl　cTaTHcTplKI・1．　g　73，　c’rp．　80）．
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調査者の回答の不真実にもとつく誤差の問題が取上げられた。　「下級職員が
相手にしなければならない人々は，そのさい種々の危濯をいだく。それ故両
者とも，苦労で不愉快なそのような委頼をできるだけ手軽に片づけてしまう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32）ことで合意する」と，その間の事情をHermannは説明している。
　それと同時に，Elermannは，たんに被調査者の併催と虚偽を一般的に指
摘しただけでなく，それが被調査者の利害の程度によって度合の差を生じる
ことを，人口調査，入口密度，農業の表（播種と収獲量），マニファクチャの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）表，商業表について，具体的に検討する。かくして，「一般統計理論」にお
いては，「政府の実施する計算」の利用にさいして統計学者の守るべき規則
として，次の三つをあげている。
　　「1．人々にとって真実をかくすことがより有利であるほど，彼の証言にたいし，それ
　が国家通報に掲載されている場合でも，より疑い深くならねばならない。」，「2．そのよ
　うな表が得られるところの確からしさの水準を確定しつつ，それを他の類似の表と対照
　しなければならぬ。産業の諸対象は相互に密接に結合されており，その結果，それらに、
　ついての明白な概念は，ただ多数のそのような表の相互の照合によってのみ，得ること
　ができる。」「3．統計学者は多くの年の指標を引続き比較しなければならぬ。そしても
　し下級官吏が毎年同じ誤りをおかしたと仮定すれば，そのような場合には，少くとも年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（34）　々の総額の相互関係から統計的真実を見出すことができる。」
　Uermannの議論のこれらの点での展開は，あきらかに，彼がすでに1809
年までに統計数字資料により親しく接し，その批判的加工に従事した経験を
　　　　　　　　　　　　　　（35）ふまえていることを示している。
（32）前掲書，§74，CTP．82．
　　　われわれは，Hermannがここで問題としている統計資料が，表式調査には違い
　　ないとしても，すでに被調査者を予定した統計調査であることに注意する必要があ
　　る。
（33）前掲書，§フ4，CTP．83／84．
（34）　鳶射：躍｝書，　§74，　CTP．83／84。
（35）A．PI．　ro3yπoBは，　Hermannのくヤロスラフ県の統計的記述〉（18Q8）　（著・
　　述目録！3）を，彼のもっとも興味ある労作の申に数え，「それは，統計的資料の広
　　い採用によって純記述的な性格の著作から区別される」と評価している。そして
　　　　　　　　　　　　　　　　一1フ4＝＝
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　「統計的情報の大部分は，数字で正確に表示されなければ使用する価値が
ない」「すべての統計が表にあるのではないが，しかし疑いなくその大多数
にとって表は本質的である」（Bceo6illan　Teop朋，　cTp．40．103）と述べている
ことからもうかがわれるように，Hermαnnの統計学ではその資料の大部分
が数量的資料に求められ，そしてすでにみたところがら明らかなように，そ
の中心は表式調査を主体とする政府による調査結果に求められている。その
ことを反映して，彼の統計批判論はすでに政府の調査結果の批判に重点がお
かれたのである。そして，1806年と1809年の労作によって，未整理とはいえ
統計調査結果の吟昧批判の主要な論点がほぼ基本的に提示されたといっても
言いすぎではないであろう。調査表式，調査主体，被調査者をめぐる技術的，
社会的問題は，被調査者と調査主体との社会的関係という基本的な問題まで
含めて取上げられた。そして，Hermannのばあいこれらの点は，統計の批
判的利用のための吟味の具体的プロセスの問題と結びつけて実践的に提起さ
れている。すなわち，調査過程そのものの護国を基礎としうつ，諸統計の比
較対照，そして統計の組合せ的利用そのものまでが，一貫して「統計批判」
に結びつけられるのである。
　同時に既に紹介しtl　1806年の論文での調査表式の：不十分さについての彼の
所論の中には，たんに技術的問題だけでなく，理論的問題の所在，・そしてそ
の批判の問題も示唆されているとみるべきである。彼が，「かくして所与の
Hermannは「彼によって利用された統計的材料の批判的評価をあたえ，数字的資・
料の信頼性を点検し，それらを他の諸資料と比較する。K．Φ。　rePMa’Hは，経済．
の特徴づけにおいて，表的方法をひろく利用し，相対数の方法を適用し，同時にカ
テズリ一別の，部類別の計算を応用した」と，述べている　（Fo3yπOB，1・ICTOPHfi
oTegecTBeHHova　cTaTHcTvaKva，　1967．　cTp．　94）　．
　また1’ITyxaによれば，　Hermannは覚え書き「ロシアにおける農業の現状につ
いて」（箔述園録，7）において，「種々の年の収穫にかんする資料の申の大きな
不一致をあきらかにした」　（nTyxa，　T．皿，　cTp．276）。
　　　　　　　　　　　　　一175一
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：材料の加工には，学識ある統計学者からのみ期待しうるところ，批判と理論
　　　　　　　　　
的比較を必要とする」とのべたのはこの意味であろう（傍点引用者）。1809年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36）の「高般統計理論」でも同様の趣旨がのべられ，その統計資料論の最後にお
いて，ふたたび統計学者にとっての，政治経済学を中心とする政治的諸科
学，歴史デ地理，そしてまた数学，農学，技術学および商学の知識の必要性
が述凌られている。そもそも，Hermannのばあい，彼の「統計学の理論」
そのものが，．「統計的情報の学問的加工」のためのものであった。そしてそ
の：重要な内容が，学問的な統計指標体系の提示と，統計資料論および統計批
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（37）三論（統計の加工技術の海千の規定を含む）であっrこ。
　このように，すでに1809年までに仕上げられにHermannの「統計批判
論」は，当時としてはもちろん，． ｻ在からみてもきわめて徹底したものであ
ったといいうる。それは，Schlδzerによって彼が学んだものの，本格的な
展開であった：，とわれわれは考える。ノohnが紹介しているように，当時ド
イツにおいては，Niemann（ユ807）がSchlδ2erの統計資料論をうけつぎ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（38）．そして官庁統計数字にたいしても批判的に検討をしている。このことは，
「統計批判」が国状学派統計学の共通財産となりつつあったことを意味して
　（39）
おり，したがってHermannを決して特異なものとみなすべきでない。しか
（36）　「すべての官吏は，彼等が自己の仕事において遵守すべき局限された訓令と，彼
　　がその形式で回答を与えるべき規定された表式をうけとる。たゾ統計学者だけが自
　　己の良い考察と情報によって彼に伝えられた材料を加工する……」　（Bceo6U！afi
　　TeopHH　cTaTI｛cTm〈H．　g　81，　cTp．　92－93）　．
・（37）　この場合，調査者としての政府そのもの，および官吏が，この「統計の鍾論」に
　　従うことを彼が望んだことはいうまでもない（Bceo6uaH　TeOP朋，序文参照）。
　　しかしそれは「統計的情報をたS一ある国家機関のためにのみ集めるべきか，それと
　　も……科学の改善のためにも集めるべきかを決定せねばならぬところの政府に完全
　　に依存している」　（前掲書，CTP．26）。
〈38）足利末男訳，ヨーン，統計学史，126－131頁。Niemannはそこからむしろ統計
　　数字にたいする不信へとかたむいたとヨーンは述べている。
（39）　1810年に初版が出たH．　J．Zizius，　Theoretische　Vorbereitung　uhd　Einleitung
　　zur　Statistik，皿．　Auf1．，　bearbeitet　von　F．　Kerschbaumer（Wien　und　Trieot
　　l828年）にも「統計批判」の言葉があるが，ほとんどSch16zerを出ていない。
　　SS．　75／76．
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し，Hermannの研究は，それがすでに統計調査結果を中心にすえたことと
あいまって，その内容において当時の水準としては抜んでていたとみなして
よいであろう。
　同時にわれわれは，Hemannがその厳しい統計批判論をふまえて，統計
にたいする懐疑論や統計否定論にたいし，一貫して反論したことを指摘しな
ければならない。すでに1806年の前掲論文において，Hermannは，「最近
のドイツの著者たちのあるものは，経験の示す事実を顧みずに，国家経済の
科学を精神的諸科学に数え入れ，また統計的情報の効用がそれらの蒐集に要
する苦労に価しえないと主張さえする。　もちろん，読者の大部分の眼には，
国家経済の抽象的な対象について論じるほうが，人口，農業，マニファクチ
ャおよび商業に関する困難なそして退屈な計算を公衆に提供することより
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40）も，ずっと容易で，楽しく，そして名誉があるように見える」と書いて，こ
の統計無用論にたいしては，国家経済の規則が，　Stuart，　Smith，　Btisch
およびYoungの：不滅の著作によって明らかにきれたとしても，またそれは
統計的情報の結果であるということ，他方，統計的情報なしに国家経済の諸
規則が国家の状況に適しているかどうかを知るわけにいかない，といって反
論する。また，統計懐疑論にたいしては，「統計報告のあらゆる不十分さ，
：不完全にもかかわらず，これらの報告には，統計的真実を含む。………〔統
計批判をおこないつつ〕それらを5年あるいは10年間の報告を比較すべきであ
る。それらのあいだにある内容〔関係〕が統計的真実である。それにたいし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（41）ては，’懐疑論者さえ根本的な疑いを再びもち出すことはできぬ」　と反論して
いる。
　このHermannの態度は，その後も不屈に堅持された。それは，同じく
Schlδzerの弟子であっtこLuederが統計学否定に行きついたのとは対照的
である。そして，われわれは，このHermαnnの楽観的な言明が，単なる主
（40）ApY｝KHHHH，前掲書，　cTp．63．
（41）前掲書，CTP．65．
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張ではなく，彼のすぐれて歴史的な統計発展史にたいする理解を背景としで
いること，彼のロシアにおける現実の統計的資料にもとつく諸研究によって
裏づけられている’ことを見なければならない。　そしてまた，これらの研究がー
ロシアにおける「国民の状態」，「諸階級のあいだの関係」の解明をその究
極の主題とし，結局，統計学がそれを通じてロシアの農奴制社会の矛盾とそ
の改革の必要をあきらかにしうるということに彼がはっきりと確信をもつで
いたことに無縁ではないであろう。この統計的研究を支えるものが，彼にあ
っては，Sm’ithに代表される新しい社会科学をふまえた統計理論そして「統
計批判」であった。
一工78　一
